



Several Properties of Crystal Fragmen旬RapidlyGrown from the Melt 
Tetsuro NAKATAO and Katsushi SAKATE 
(Received Apr. 15. 1970) 
When me1ted KCl is cooled rapidly in the crucible with the velocity 3-100Cj 
min， crystal fragments of various edges are obtained. Writers studied on these 
fragments， and the following results are obtained. (1) The distribution of the 
crystal edges in the crucibles are of some systematic one. (2) Step lines 
resemble to a shell pattern are frequent1y observed in the c1eavage surface. 
It is discussed that their origin can be related with the growth of the subgrain 
or grain structures in the crucible. (3) W riters observed various microscopic 
features in the fragment: the crevice， black point-lumps， photoelastic patterns 
and so on. Photoelastic ones are affected from the cooling velocity of the 














































線Hl> H2' Ha， H4および水冷装置を操作してるつぼ (b)， (c)， (d)のようになるoこの結果次のことが知られ
中に上下方向の温度勾配をつくり，るつぼ内の KClを るO




成結晶をそのまま取り出すことができず，るつぼの軸 (ii)いずれにしても i= 1のものをi= 2のものに
を通る面で2分し，その一方をこわして他の弘だけに くらべると，非常に異なる場合，あるいはほぼ等しい
ついて測定した口結晶片はあまり小さいものは除く 場合があるので d剛 zによって結晶片長を代表する
こととし，大きい方から順に SOで17個， S1 34個， ときはかなりの偏差を予想する必要があるo しかし
S2 40個を選んだ。;孟5とすれば iの値が 1つだけ異ったものとくらべ












d = Doexp( -i/ ni) …・…・(2)













ょうO 個々の結晶の 3辺について特徴の有無をしらベ 前に(i)でるつぼ内の結晶片の代表的な大きさとし
るために，各結晶片をdaとんの平面上にプロットす ては dm仰を用いるよりは大きい方から 5~10番目の
ると， Fig. 2 (a)が得られた。この結果はぬと dcと 辺長を用いる方がよいことを結論したo ここでは d10
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Fig. 2 Relation between the maximum and the minimum edges， da and dc， (a) and the 
distribution of crystal edges in the several coordinates (b)， (c) and (d)， where 80， 
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Fig. 3 Variation of the maximum and the tenth edges， dm and d10， by (a) the cooling 
velocity and (b) the concentration of PbC12 
















d max = 1 .64 (I .0-O. 0073c)， 


































Fig. 4 A model for the growth of subgrain 















Cの3つの subgrainより成る 1つの結晶が得られる O



















Fig. 5 Examples of step line 
は直接の関係がなし、。(b)KClは立方体結晶であり，





























Fig. 6 Relation of (a) the amplitude and (b) the height vs. the wavelength of step lines， 
















(iv)小波を数個まとめて考えると，ほぼ Fig.5 (e)， 
({)のように正弦波として近似され，その周期，振巾を求





長をん振巾 A，step線の太さ h'とし， Fig.5 (e)でし
めした種々の step線について AとA，Aとh'の関係

































るO そのとき Q点の数 nは壁面での温度勾配 Gwの
関数となり，Gwが小さいほど nが大きし、。またsub-
grainの結晶軸方向vをP点での結晶軸方向から測る












































るO したがって n，Nの具体的な表式は定数 Bn，BN 
を用いて次のようなものと考えられる O
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Fig. 9 Typical examples of the photoelastic patterns， where Ln and Lp 
are photographs in the natural and the polarized light 
集中を示す光利性図形，あるいはそれと類似したもの などである。これらに相当する代表的な顕微鏡写真を
が多くみられた。 Fig.11 (a)-..，(e)に示すD もちろん実験の場合にはいく
光弾性模様のうちもっとも明僚に応力集中を示すと つかの図形が互いに接近して存在すると思われるもの
思われるものは Fig.9 (a) (b)のようで主要部分の拡大 が多く，明確な図形の判定は困難であるD
図を(c)(d)に示すO 今回観測して得られた図形を形状に 次にこれらの図形がそれぞれの結晶片に現われる様




E2 : Eoの変形と思われるもの E図形の現われ方についても同様で不純物による差異
E3 :明線が平行に多数現われるもの は認められなL、。従って光弾性特性は不純物含量と直
E4 : E3の図形を 2組互に直角に重ね合せたもの 接の関係をもたないように思われる O
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Fig. 11 Some examples of the photoelastic patterns 
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